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研究成果の概要（和文）：　言語獲得、言語間変異、史的変化、インターフェイス、進化の各領域について、言語機能
の観点から研究を行い、その成果を言語機能の領域固有性および心のモジュール性という観点から統合することを試み
た。理論的枠組みとして、原理とパラメータのアプローチ(P&P)のもとでのミニマリスト・プログラム（MP）を採用し
た。さらに、研究成果が言語教育の意義について示唆するところを明確にし、小中高の教員らの協力を得ながら、カリ
キュラムや教材の作成を行った。

研究成果の概要（英文）：We investigated the nature of the Faculty of Language from the viewpoints of langu
age acquisition, cross-linguistic variation, historical change, mental interfaces, and evolution.  We atte
mpted to integrate findings in each area into a single model, paying particular attention to the problems 
of domain-specificity of the Faculty of Language and modularity of mind.  In addition, based on discussion
s with teachers of elementary, junior high, and senior high schools concerning the implications of our fin
dings, we developed teaching materials that can be used in language arts classes.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 近年の言語理論の著しい発展により、言語
機能を心の全体像の中にどのように位置づ
ければよいのかがかなりの程度明示的に論
じることができる状況が生み出されている。
しかし、研究開始時の状況では、言語獲得、
言語間変異、史的変化、インターフェイス、
進化などについての研究の成果が十分に統
合されてはいなかった。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、ヒトに固有な言語機能の領域固
有性について、 
(1) 言語獲得（初期状態から安定状態へ
の変化） 
(2) 言語間変異（安定状態の多様性） 
(3) 史的変化（安定状態の世代間変化） 
(4) インターフェイス（統語・意味演算
と論理推論機構との関わり方） 
(5) 進化（起源時からの初期状態の変
化） 
という多角的視点から探り、 
(6) 心における言語機能の位置づけと
他の認知モジュールとの相互作用を明確に
し、心は本来的にモジュール性を持つのか、
言語機能は領域固有性はどの程度認められ
るのかを問うことにより、言語機能の理論の
構築への統合を目的とする。 
 本研究の成果は、母語教育と外国語教育を
有機的に連携した言語教育に対しても多く
の示唆をなしうるので、 
(7) 言語教育の全体的構想を明確にし
た上で、具田的カリキュラムや教材の開発に
より、研究成果の一端を社会に還元する。 
 
３． 研究の方法 
(1) 言語獲得、言語間変異、史的変化、
インターフェイス、進化の各領域について、
言語機能の観点から研究を行い、その成果を
言語機能の領域固有性および心のモジュー
ル性という観点から統合する。 
(2) 理論的枠組みとして、原理とパラメ
ータのアプローチ(P&P)のもとでのミニマリ
スト・プログラム（MP）を採用する。 
(3) 初回の全体会議で共通の枠組みを
確認した後、各領域の研究を進めると同時に、
定期的に全体会議を開き、単なる寄せ集めの
研究に終わることがないよう留意する。 
(4) 研究成果が言語教育の意義につい
て示唆するところを明確にし、小中高の教員
らの協力を得ながら、カリキュラムや教材の
作成を行う。 
 
４. 研究成果 
(1) 言語機能が認知体系内で感覚・運動
体系（SM）と概念・意図体系（CI）との２
つのインターフェイスを介して他の認知体
系とどのように働き合い、言語の普遍性と多
様性が生じうるのかという問題を、普遍文法
と言語獲得機構および言語処理機構との係

わり合いに関する研究成果を踏まえて、人間
の言語使用に普遍的に見られる照応と削除
と言語事象に焦点を考察した。 
平成 23 年度は、Sleeman (1993, 1996)、
Corver and van Koppen (2006, 2011)，Eguren 
(2009, 2010)等の研究成果を踏まえて、ロマ
ンス諸語およびゲルマン諸語の名詞句内照
応（主要部が音形を欠く名詞句表現：NHN）
の特性について考察し、音形を欠く主要部
（いわゆる空名詞）はどのような言語表示が
与えられ，どのような条件により認可される
のか，また，NHN の可否にみられる言語間変
異はどのように記述・説明されるのかについ
て考察を行った。固有の語彙情報を担い音形
を伴う主要部からなる名詞句の基本型に比
べると、NHN は統語的にも意味的にも有標で
あるといえるが、人間の言語使用において普
遍的にみられる事象である。形態統語標示が
欠如している主要部名詞の存在を明示化す
る手がかりとなる残存要素は言語処理機構
にとって名詞句を同定する機能を果たすが，
言語により利用可能な残存要素による形態
統語標示の方略が異なり，通言語的に多様な
NHN が観察されるが、その変異は残存要素が
構成している名詞句の指示の同定に形態
的・統語的あるいは意味的に寄与可能でなけ
ればならないという普遍的な制約を満たす
範囲内に限られることを明らかにした。英語
のように Nominal anaphoric one の使用が優
勢な言語においてもこの普遍的な制約に動
機付けられて派生的にNHNが許容されること
も明らかにした。 
平 成 24 年 度 は 、 Platzack(2012) や
Aelbrecht(2012)の研究成果を踏まえ、ゲル
マン系諸言語について無形述部類照応をな
す VP Ellipsis と Null Complement Anaphora
について共時的言語間変異について調査を
行った。英語ではいわゆる'supporting verb 
'do の史的発達により VP Ellipsis の残存要
素が多様化し無形述部類照応形の可能性が
拡充されているが、他のゲルマン系諸語にお
いては'supporting verb 'が英語ほど史的発
達を遂げておらず、 無形述部類照応形とし
ては Modal Complement Anaphora は可能であ
るがいわゆる VP Ellipsis の可能性について
はmicrovariationがみられることについて、
言語獲得機構に基盤において史的統語形態
変化をとらえ、無形述部類照応にみられる共
時的言語間変異の説明を試みた。 
平成 25年度は平成 23年度の研究成果であ
る今西（2012）の研究成果を踏まえて、最新
の研究の知見として、英語の Nominal 
anaphoric one についての研究 Payne and 
Pullum(2013)、定性を接尾辞あるいは冠詞ま
たはその両方で標示するルーマニア語の
Nominal Ellipsis に つ い て の 研 究
Cornilescu and Nicolae (2012)、英語とド
イツ語の Nominal Ellipsis についての豊富
な資料調査報告である Günther（2013）につ
いて考察し、Nominal Anaphora の統語と意味



を律する普遍的な原理の解明を行った。また、
平成２４年度の研究の展開として、Bentzen, 
Merchant, and Svenonius(2013)によるノル
ウェー語とドイツ語のPronominal Predicate 
Anaphor に関する研究を考察し、英語の
Predicate Anaphorsの史的変化との関連付け、
ゲルマン系諸語にみられる述部類照応の共
時的言語間変異についてさらなる検討を行
った。 
(2) 生成文法の普遍文法モデルにおけ
る仮説群、特にインターフェイスの位置づけ
についてこれまでのアプローチの問題点を
指摘し、代案を提示した。特に、焦点化に関
わる事象について、省略や文断片、WH－構文、
文構造ラベルと意味表示の問題を中心に研
究して、新たな提案を行った。 
特に、焦点化に関わる事象の中で、疑問文
の応答における文断片、各種 WH－構文、等位
接続の非対称性に関わる問題について事実
を詳細に調査して、従来とは異なるアプロー
チから分析を行うことにより、新たな提案を
行った。 
更に、言語運用上の要請が文法にどのよう
に影響するかについて、疑問文の応答を中心
に研究し、福岡言語学会４０周年記念大会、
その他で結果を公表した。その中で、生成文
法の標準的なアプローチによって提案され
ている問い返し疑問の分析には重大な問題
があることを明らかにした。 
等位接続構造に関わる統語範疇の問題に
ついても、独自の提案を行い、研究成果を公
表した。特に、Chomsky (2013)で示唆されて
いる統語ラベルに関する提案は、概念的にも
日本語などの記述においても問題があるこ
とを指摘し、先行条件ではなく隣接条件に基
づく制約がより妥当であることを明らかに
した。また、統語・意味インターフェイスに
ついても異なる提案を行った。 
(3) 言語知識の統語部門の性質を明ら
かにすることで言語の領域固有性に迫ろう
とした。その際、理論的アプローチとして、
心の仕組みの中で言語がどこまで領域固有
性を有するか、という観点から言語機能の性
質を極限まで削ぎ落とそうと試みる極小主
義のアプローチ（Chomsky 1995）を採用し、
統語部門（だけ）に必要とされる言語機能の
構成要素を絞り込むことを目指した。 
統語部門に求められる構成要素は、それが
説明すべき経験的事実によるため、その構造
がどのように一般句構造理論から説明する
ことができるのか、という観点から検討すべ
き事例として、できるだけ複雑な文法規則を
要求する構文を選んだ。たとえば、英語の知
覚動詞が補文を取る構文において、牛江 
(1995)などが特別な理論的装置を主張して
いるが、それが本当に必要なのかを、母語話
者の判断に基づく資料などにもとづいて検
討した。その結果、当該の構文を説明するに
あたっては極小主義における裸句構造理論
（Chomsky 1994）における単純な理論的仮定

のみで十分であるという結論を得た。 
(4)  生成文法理論に基づく母語獲得研
究は、生得的な UG の中に含まれると仮定さ
れる「原理」（すべての言語によって満たさ
れるべき制約）および「パラメータ」（言語
の可能な異なり方を定める制約）のそれぞれ
に対して、母語獲得からの証拠を提示するこ
とにより、UGの存在に実証的な支持を与える
とともに、言語獲得理論の構築に多大なる貢
献を与えてきた。この流れを踏まえ、本プロ
ジェクトにおいては、「原理」及び「パラメ
ータ」それぞれについて、日本語獲得からの
新たな証拠を提示することを試みた。 
「原理」については、「なぜ」という wh 語
に対する統語的制約を取り上げた。英語の
why 疑問文(A)では、why はリンゴを食べる理
由を問うことはできず、手を洗った理由しか
問うことができない。この現象は、why が
（before によって導かれるような）付加詞節
内より移動することを禁ずる原理（「付加詞
節制約」）の反映であると考えられている。
この分析は、日本語の「なぜ」疑問文(B)に
よっても支持される。日本語の文(B)におい
ても、英語と同様に、「なぜ」はリンゴを食
べる理由を問うことはできず、手を洗った理
由しか問うことができないからである。日本
語の「なぜ」が音声に反映されない形で移動
していると仮定することにより、英語と日本
語の文の共通性を、「付加詞節制約」によっ
てとらえることができる。 
(A) Why did Ken wash his hands before 
eating apples? 
(B) なぜリンゴを食べる前にケンは手
を洗ったの？ 
 「なぜ」に相当する語に対する「付加詞節
制約」の効果が、UG の「原理」を反映したも
のであるならば、日本語を母語とする幼児は、
観察しうる最初期から、この効果を示すはず
である。この予測の妥当性を、3歳 10 か月か
ら 6 歳 5 か月までの幼児 37 名を対象とした
実験調査によって確認した。実験の結果、幼
児は、(B)のような「なぜ」疑問文に対して、
成人と同じ解釈のみを与えることがわかり、
この観察は、UG の「原理」に対する日本語獲
得からの新たな証拠と解釈することができ
る。 
「パラメータ」については、「項削除」と
呼ばれる現象の有無を司る「パラメータ」を
取り上げた。日本語の空目的語を含む文(C)
は、「ケンはケン自身のリンゴを食べたが、
ハナコはハナコ自身のリンゴを食べなかっ
た」という解釈を許容するが、英語の文(D)
では、同様の解釈は得られず、「ハナコは何
も食べなかった」という解釈に限定される。
(C) ケンは自分のリンゴを食べたが、ハ
ナコは   食べなかった。 
(D) Ken ate his apples, but Hanako 
didn’t eat. 
この日英語の違いから、理論研究において
は、日本語では主語・目的語などの項を削除



することが可能であると考えられている。ま
た、日本語においてのみこのような「項削除」
が可能で、英語においては可能でないという
言語間の差異は、「パラメータ」によって「一
致」(agreement)の有無という独立の性質と
結びつけられていると提案されている。この
「パラメータ」に関する提案が正しければ、
幼児にとっては「一致」の有無は言語経験の
中において観察することが容易な現象であ
るので、日本語を母語とする幼児は早い段階
から「項削除」に関する知識を獲得している
ということが予測される。この予測の妥当性
については、Sugisaki (2007)においてすで
に確認されているが、本プロジェクトではそ
の研究を発展させ、幼児が「項削除」に対す
る様々な制約についても、成人と同様の知識
を持つことを確認することを試みた。具体的
には、(E)に示されるように、（項であっても）
wh 語は削除できないという制約、及び(F)に
示されるように、副詞のような付加詞は削除
できない、という 2種類の制約について、実
験を行い、幼児の知識を確認した。 
(E) ケンは何を食べたの？では、ハナコ
は食べたの？（≠ハナコは何を食べたの？） 
(F) ケンはリンゴを急いで食べた。ハナ
コはリンゴを食べなかった。（≠ハナコはリ
ンゴを急いで食べ なかった。） 
いずれの制約についても、幼児は観察しう
る最初期からこれらの制約に従うことが確
認され、したがって幼児は「項削除」に関し
て成人と同質の知識を持つことが明らかと
なった。 
このように、「原理」及び「パラメータ」
に関する日本語獲得からの新たな証拠を提
示することで、母語獲得に関する生得的な UG
の関与の可能性をさらに高めることに貢献
した。これらの成果の一部を含んだ概説論文
を用意し、Sugisaki & Otsu (2011)として出
版した。 
(5) 日本語を母語とする幼児（日本語
児）の量化子（「全部（は）」「ほとんど」「い
くつか」「一つも～ない」）の理解について実
験調査した。17 名の５歳児（平均年齢５歳４
カ月）を対象とし、量化子を含む文（例：「リ
ンゴが全部箱に入っているよ」）と、量化子
と否定を含む文（例：「リンゴが全部（は）
箱に入っていないよ」）の解釈を調べた。そ
の結果、「全部」と「一つも～ない」は大人
と同様の解釈をしている一方、「ほとんど」
や「いくつか」、「全部は～ない」の理解が大
人とは異なる解釈をしていることが判明し
た。本研究は、量化子の獲得を 25 カ国語で
比較する研究の一部をなしており（参考：
Katsos et al. (2012) BUCLD 36）、日本語児
の結果は、ドイツ語など他の言語を母語とす
る子供の実験結果と類似していることが明
らかになっている。引き続き、他言語の実験
結果と比較した上で、成果を論文として発表
する予定である。 
(6) 生成文法のミニマリスト・プログラ

ム（Minimalist Program, MP）理論に拠る進
化言語学（evolutionary linguistics）研究
を行った。 
具体的には、まず、基本操作・文法の組み
立て等についての MP 理論の精緻化について
考察した。その結果、中核統語論（core 
syntax）には少なくとも併合（Merge）と探
索（Search）は必要であるとし、また、継承
（inheritance）、一致（Agree）なども必要
であるかもしれないとした。これをベースに
した言語の起源・進化研究の結果として、最
近の考古学的証拠等から言語の早期発現仮
説につながる考察をした。さらに、言語進化
研究における E言語（E-language）のステー
タスについて、そもそも定義不可能な E言語
は実在するものではなく、たとえ文化的進化
であれ、進化するのは I言語（I-language）
であることを強調した。また、進化言語学の
特徴と方法論についての検討・考察等を行い、
理論装置・操作・特性の「前駆体（precursor）」
までを考察して初めて真の意味での進化言
語学になることを論じた。方法論については、
基本的には生成文法研究と同じく、洗練され
た 反 証 主 義 （ sophisticated 
falsificationism）に拠るのがよいという考
察を行った。 
また、生成文法理論プロパーの研究として、
パラメータ（parameter）の MP 理論における
ステータスに関する考察を行い、パラメータ
を中核統語論から取り除く方策についての
可能性を吟味した。 
(7) 母語や外国語の言語教育が成果を
上げる上での理論的示唆についても検討し
た。これまで述べたような領域固有な言語知
識がヒトに生得的に与えられているのだと
すると、すでに有する知識を外的に与えよう
とする教育は不毛である。そうであるよりも、
すでに有する知識を有効に利用するための
メタ言語意識を育成することにより関心を
向ける必要があり、そのためにはメタ言語意
識の性質そのものについても理解を深める
必要がある。本研究の示唆として、領域固有
性の観点は心の仕組み一般に適用すること
が可能であると言うことができるが、したが
ってメタ言語意識についても、同様のアプロ
ーチが可能であると結論付けることができ
る。 
 この研究成果をもとに、小中高の教員の協
力を得て、カリキュラムの開発と教材作成を
行った。この成果は近く単行本として刊行の
予定である。 
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